
令和３年度千葉市学力状況調査結果概要（小学校版） 

 

１ 県と本市の平均得点との比較 

  

 

 

２ 各教科の改善策 

【国語】実生活や実社会と結び付いた言語活動と学習したことを振り返る時間の充実 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
【社会】 体験的な活動や具体的な資料の活用を基にした、思考力・判断力・表現力の育成 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

【算数】 数学的に表現し伝え合う数学的活動のより一層の充実 
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○小学３年は、国語以外の教科で県平均を下回っている。 

〇小学５年は、全教科において県平均を上回っている。 

％ 小学５年 

小学３年 

〇日常的に辞書を使うような活動の場を設定するとともに、漢字練習を継続的に積み重ね、文や文

章の中で使おうとする場面を設定する学習活動を工夫する。 

〇書こうとする事柄を明確にすることや工夫してメモを書くこと、文と文との関係や文の構成を意

識して書くことなど言語活動を設定する。 

小学５年 

〇実生活において、相手や場面に応じて適切に敬語が使えるよう、敬語の役割や必要性を自覚させる

ような言語活動の工夫を行うとともに、日常的な学習の機会を設定する。 

〇図や写真等と文章との関係を明らかにする学習活動を設定するとともに、目的や条件に沿って自

分の考えを書く言語活動を設定する。 

小学３年 

○見学や調査などの体験活動や、地図・資料による情報の収集、ICT 機器などを活用して集めた情報を

白地図などにまとめる活動を通して、必要な情報を選んだり、読み取ったりできるようにする。 

○調べたり体験したりする際に、社会的事象の特色や相互の関連、意味を考えるような支援を行う。 

小学５年 

○問題意識を喚起するような導入の工夫、児童が立てた学習計画に沿って学習を進めるといった、児

童の主体性を大切した学習を展開していくようにする。 

○デジタル教科書や ICT 機器の活用を図りながら、複数の資料を比較・関連付けること等を通して、多

面的・多角的な見方で社会的事象を捉えられるようにする。 

 

小学３年 

〇問題解決の過程や事象の根拠を、具体物、図、数、式などを用いて表現する数学的活動を重視する。 

〇問題場面を把握し、筋道を立てて順序よく問題を解決できるように、場面ごとに区切ったり、状況

を数で表したり立式したりして、思考力・判断力・表現力を育む。 

小学５年 

〇問題場面を正しく把握したり、問題解決の過程を重視したりするために、図と式などを用いて数学

的に表現し伝え合う活動に取り組む。 

〇身の回りの事象について円グラフや帯グラフに表し、データの特徴や傾向をつかみ、結論をまとめたり、

多面的に考察したりできるような学習を展開することで、統計的に問題解決ができるようにする。 

小学３年 ％ 



【理科】 主体的な問題解決学習の充実と科学的な思考力・判断力・表現力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【英語】 目的、場面、状況を明確にした言語活動のさらなる充実 

 

 

 

 

 

３ 学習に対する意識（学校の勉強がわかる） 

  

 

 

 

 

４ 自己肯定感と学力の関連を示唆（自分に良いところがあると思いますか。） 
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「理科がわかる」割合は 91％以上 
３・５年ともに、理科の学習がわかるという回答の割合が、それぞれ 93.8％、91.8％と高い。前年

度と比較すると、３年では、算数、外国語では前年度を上回っている。５年では、外国語は前年度より
上回っているが、それ以外の教科では前年度を下回っている。 

 

「成績上位群」は自分のことを肯定的に捉える傾向がある 
「自分によいところがあると思いますか」の問いに対し、「成績上位群」は自分のことを肯定的に捉えて

いる傾向があり、「成績下位群」は自分のことを否定的に捉えている傾向がある。また、学年が上がるにつ
れて、自分を肯定的に捉える児童が減少し、自分を否定的に捉える児童が増加する傾向が伺える。 

小学３年 

〇児童自らが課題意識をもち「理科の見方・考え方」を働かせながら観察・実験を行い、気付き、発

見するといった主体的に問題解決することを通して、科学的な思考力・判断力・表現力を育てる。 

〇自然の事物・現象に直接触れる機会（五感を使う）を増やし、そこから見出される差異や共通点に

気付かせながら、「わかった」「できた」という実感を伴った学習を大切にする。 

小学５年 

〇児童が明確な目的を設定でき、習得した知識や技能を活用して修正や改良をする活動と日常生活

との関連性を図る活動を充実させることで、学んだことの意義を実感させる。 

〇観察・実験に使用する器具の正しい操作方法やそれぞれの手順における留意点を確認し、繰り返し

観察、実験を行うことで、技能を習得し定着を図る。 

小学３年 小学５年 

小学３年 小学５年 

※標準偏差により、成績上位群を段階３、成績中位群を段階２、成績下位群を段階１としている。 

 

小学５年 

〇コミュニケーションにおいて、その目的、場面や状況を踏まえたやり取りを充実させる活動を工夫

し、話し手の意図を推測する場面を多く設ける。 

〇児童が「相手意識」や「目的意識」をもち、自分自身に関する事柄や自分の気持ちを表現し、伝え

合う活動を展開できるよう、活動題材や場面設定を工夫する。 


